Chapter5 Testing Your Knowledge of the Conceptsの解答
1、 Check your progress 5-1,1.2参照

2、 Ｑ　身体のどこで交換がおき、これらの交換の重要性を述べよ。
Ａ　毛細血管。身体の細胞に栄養と酸素を与え、二酸化炭素と老廃物と交換するため。

3、 Ｑ　三種類の血管のうちなにが一番多いか？

Ａ　毛細血管

4、 Ｑ　心臓の構造を説明せよ。
Ａ　教科書図参照。（心室、心房、隔膜、三尖弁、二尖弁）
5、 Ｑ　心臓の隔膜の機能を説明せよ。またそれがないとどのようなことがおきるか？

Ａ　隔膜は心臓を右側と左側に分けている。ないと血液の循環がうまくいかない。
6、 Ｑ　血液が心臓中、血管を通る経路をたどれ。
Ａ　・上大静脈と下大静脈が全身の静脈から酸素の乏しい血液を、右心房に運ぶ。

· 右心房は収縮して三尖弁を通して血液を右心室に送る。（このとき同時に左心房も収縮している）

· 右心室は収縮して、肺につながる半月上の弁を通して肺幹に血液を送る。ここで二つの肺動脈にわかれ、肺に向かう。
· 肺毛細血管で酸素と二酸化炭素の交換が行われる。

· 四つの肺静脈は左心房に向かう。

· 左心房から二尖弁を通って左心室にいく。

· 左心室は収縮して大静脈に血液を送る。

· 全身の毛細血管で交換が行われまた戻る。

7、 Ｑ　心周期を説明せよ。ＳＡノードとＡＶノードの役割は何か？
Ａ　収縮期には心臓の部屋は収縮し、拡張期には拡張する。一分間に約７０回鼓動し、一回は約0.85秒続く。ＳＡノードは自動的に0.85秒ごとに刺激信号を送り、心房の収縮を起こす。この信号がＡＶノードに到達すると、心房が収縮をやめ、心室が収縮を始める。ＳＡノードは心臓の鼓動を一定に保っている。
8、 Ｑ　心臓の鼓動を制御するものを心臓内部と外部のもので区別せよ。ＥＣＧは心周期とどのように関係しているか？
Ａ　心臓内部ではＳＡノードとＡＶノード。心臓外部では脳の延髄。ＥＣＧ（心電図）は心周期中の心筋層で起こる電気的変化の記録である。

9、 Ｑ　どこの血管が一番血圧が高く、低いか？またどの血管が血流が遅く、速いか？毛　　　　細血管における血圧や、血流の速さが重要なのはなぜか？

Ａ　血圧高→動脈　血圧低→静脈　血流速→動脈　血流遅→毛細血管

　　　　毛細血管で血液の速度が遅くなることで、組織における栄養と老廃物の交換を促進する。また、血圧と浸透圧の差を利用して交換が行われるから。

１０、Ｑ　骨格筋の収縮が静脈側の血流に影響を与え、動脈側に影響を与えないのはどうしてか？
　　　Ａ　静脈側は十分な血圧があるが、静脈側は血圧が低い。そのため、骨格筋の収縮によって血圧を上げ、弁を開くため。

１１、Ｑ　心臓血管の経路を二つに分けろ。

　　　Ａ　肺サーキットと全身サーキット

１２、Ｑ　全身サーキットにおける脳を通る血液の流れを説明せよ。

　　　Ａ　左心室→大動脈→頚動脈→脳毛細血管→頚静脈→上大静脈→右心房
１３、Ｑ　毛細血管における交換の過程を説明せよ。

　　　Ａ　Summarizing the Concepts 5-6参照。

１４、Ｑ　高血圧と心臓発作の関係で一番考えられるのはなにか？心臓発作の予防としてどのような食事が良いか？

　　　Ａ　ホルモン。飽和脂肪とコレステロールの低い食事。オメガ３不飽和脂肪酸の十分意含まれる食事。
